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技術開発の背景と目的 

   求められる住宅像 

・長寿命住宅 
・維持管理情報の整備 
・優良な既存住宅 

 のストック蓄積 

 住宅メンテナンス業の課題 

・客観的な劣化評価 
・駆除・消毒から予防へ 
・環境や資源への配慮 

 

住宅床下の劣化環境のモニタリング技術と 

と劣化予測技術の構築 

注目領域 

床下を中心とする生物劣化 
（蟻害・腐朽）が多発する領域 



技術開発の概要 

生物劣化のリスク評価のための 
モニタリング器具と評価手法の開発 

1. 床下および建物周囲に設置 

2. 木部の腐朽や虫害の兆候を検出 

3. 小型・簡便・使いきり 

4. 設置環境別複数タイプ 

さらに 

生物劣化の 

リスク評価手法 

II 

生物劣化の起き易さの 

数量指標 
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モデル住宅の仕様 
低床と高床の2棟、各棟4室、計8室 

検証用フィールドの整備 

モデル住宅（さいたま市）の設置と環境評価 
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生物劣化（カビ・腐朽）の活性度モニタリング 

（一般培地による原理確認） 

床下に培地を設置すると、菌類が発生。 
発生強度は菌相と環境（温湿度）の相互作用に応じ
て異なることを確認した 
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腐朽菌専用の培地を開発することで、木材腐朽の
リスクを直接的にモニターできる 

住宅の 

基礎の 

様式 

培地上に 

発生した 

菌コロニー 



床下設置型 

腐朽菌モニタリング器具（感応部）の開発 

B:着色セルロースシート 

付着胞子の発芽成長層 

A:粘着層 

空中の担子菌胞子を固定 

C:接着剤 

D:ベースシート 

100%コットン紙 

水分を吸い上げやすく 

かつ保水しやすい 

E:アルミシート 

結露層 

切り込み・穴 

E層からB層にまで 

届くようにあける 
結露水分 

吸い上げ 

水分 

空中を浮遊する胞子 

菌糸 



床下設置型 

腐朽菌モニタリング器具の設置 

腐朽菌感応部は 

窓付きのプラケース 

にセットし完成 

これを床下に設置 

性能検証中 



モニタリング装置の住宅での検証 

実際の住宅（25戸）での検証 
・19戸による予備調査や計測は20年度に開始（さいたま市中心） 
・開発器具を試作・設置して劣化検出性能の評価（実施中） 
・ロガーでの温湿度計測と定期的な劣化調査を同時実施（.5年間） 
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生物劣化のリスク評価技術の開発 

調査住宅データの 
データベースの構築 

・インターネット対応 
・住宅の基本情報 
・維持管理状態の情報 
・図面・写真情報 

②住宅の条件 

環境・構造・ 

使用状況 

①モニタリン
グ器具の反応 

劣化発生リス
クの段階評価 

①、②から 

生物劣化の発生予測や 

劣化促進環境の評価 

を行う手法を確立 

検証データ 
モニター住宅 

での検証 


